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【授業実践の振り返り】     単元名： 国語（光村）「ランドセルは海を越えて」                            

                                                                          

時 内容 活動 有効であった点 改善が必要と思われる点 子ども達の反応 

１ 

 

＜導入＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習課題

を掴む 

新聞やパンフレット、写真集から、想像したこと

を話し合おう。 

1.新聞とパンフレットの特⾊と⼯夫をまとめ

る・新聞とパンフレットの特⾊と分かりやすく伝

えるための⼯夫を確かめ、相違点や同じ点を

話し合う。 

・新聞記事の内容に着⽬する 

・⾒出しや写真などに着⽬し、記事の内容をからわ

かる事実と想像したことを、話し合う。 

《本時のめあて》 

「ランドセルを抱えたアフガニスタンの子どもたち

の笑顔や輝くひとみの意味を考えてみよう。」 

① アフガニスタンの子どもたちの様子を知る。 

なぜランドセルを抱えてこんなに嬉しそうな顔を

「発展途上国へランドセルを寄付する活動」の新

聞や募集パンフレットを提示することで、既習単

元「思いやりのデザイン」「アップとルーズで伝える」

「新聞を作ろう」「パンフレットを読もう」の各単元

内容の復習につながった。 

 

既習の戦争単元「ちいちゃんのかげおくり」「ひとつ

の花」から、戦時下にあるアフガニスタンの子ども

達の生活を想像した。苦しい貧困の生活の中で

も「アフガニスタンの子供達の瞳が輝く理由や意

味」について知りたいと、興味を持たせることがで

き、「ランドセルは海をこえて」の学習⽬標と⾒通

 

ランドセルの使用経験など、ラ

ンドセルについて、各自の知

識や意⾒を引き出す時間を

持つことで、ランドセルを寄付

する子供達の気持ちも想像

させることができれば、さらに様

々な意⾒交換の時間が持て

たように思う。 

 

新聞やパンフレットのそれぞれ

の特徴を話し合うだけでなく、

新聞記事の内容から発展途

上国の子ども達の生活や教

育事情など、異文化に興味

を持つ姿も⾒られた。 

 

 

戦争単元の「ちいちゃん」や

「ゆみこ」が置かれた状況が、

「幸せ」とはかけ離れていたこと

で、アフガンの子供達の「笑

顔や輝くひとみ」との対比に、

強く興味や好奇心を持つこと



しているのか、教材文や写真集「７年⽬のランド

セル」を読んで考えたことをノートにまとめ、意⾒交

換をする。 

② 作者の活動について知る 

・内堀さんが出演しているドキュメンタリーを一部

視聴する。 

・写真集「七年⽬のランドセル」を鑑賞し、さらに

疑問に思ったことや知りたいこと、心に残った写

真とその理由を話し合う。 

しを確認した。 

 

 

 

作者はなぜ、「君はどうです

か」と問いかけをしたのか、作

者の意図にも着⽬し話し合う

こともできたら、さらに深く考え

ることができたと思う。 

 

 

ができたようである。 

作者の新写真集「７年⽬の

ランドセル」の本を紹介し、教

科書の「ランドセルは海をこえ

て」と⾒比べたことで、作者の

活動自体にも興味を持って、

文中の「君は、どうですか」の

問いかけに対する答えを考え

ることができた。 

 家庭学習 授業で学んだことや考えたことをスライドに記録

する。 

 

保護者へ、授業の進め方や家庭学習など、具

体的な授業計画を事前に知らせ説明をしていた

ため、どの家庭からも協力を得ることができた。 

 

 

授業中にとったノートを元に、

スライドに自分の考えを書き

込むことで、授業で学習した

ことを整理し復習する習慣が

身についたようだ。 

。 

 

 

 教材文の「問 《本時のめあて》 情報整理の活動として既習単元「メモの取り方」の確 シェアスクリーンの操作に初  



 

２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い」について、

自分の体験を

もとに話し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

「君は、どうですか」の自分の考えを

話し合おう 

① 今後の学習活動を確認。 

・前週のスライドを発表し合い、学習の

振り返りと今後の学習の⾒通しを持

つ。 

② 本文の読み取り 

・作者がなぜ１０年以上もこの活動を

続けているのか、読者に伝えたいことを

考える⼿⽴として、本文や写真から

アフガニスタンの子どもたちの生活や

学校の様子、ランドセルが持つ意味

について考える。 

② 作者の問いかけ「君は、どうです

か」について自分の考えを、シェア

スクリーンで発表し合う。友達

の考えから自分の考えを深め

る。 

認し、友達の発表で大切だと思うところをノートにメモ

し、自分の考えと比べたり、参考にしたりと既習事項を

活用することができた。 

 

事実と自分の意⾒を分けて構成し、整理して発表し

ようとする努力や⼯夫が⾒られた。 

 

毎時間、友達の意⾒を知ることで、異なる視点からの

考えに触れ、共感したり刺激を受けたりと良い相乗効

果が現れた。 

回は少々時間を取られる

こともあった。徐々に操作も

慣れて切り替えが速くなっ

てきた。 

 

ネット環境によって音声が

聞こえづらかったり、画像が 

出せない場合もあるので、 

子ども達が落ち着いて対処

できるように事前指導が必

要だと感じた。 

 

鉛筆で文字を書く作業に苦⼿意

識のある児童も、コンピューターに

打ち込む作業は積極的に取り組

むことができていた。 

 

スライドをノートの代わりに学習内

容や、授業の感想を記録すること

で自分の考えの変容を視覚化で

き、それをさらにクラスで共有するこ

とで良い学習循環が生まれた。 



 

家庭学習 「ランドセルは海をこえて」音読 

授業で話し合った内容を振り返り 

「君は、どうですか」に対する自分の考え

を深めスライドに記録する。 

 

  

 

 

3 

 

 

 

 

 

 

 

 

作者へのイン

タビューを通し

自分の意⾒を

明確に伝え、

新たな課題を

⾒つける。 

 

 

《本時のめあて》 

作者との交流会を通して、自分の

考えを深めよう 

① 今までの学習を発表する。 

・積み重ねてきた学習について。 

・「君は、どうですか」の問いに対す

る自分の考えを伝える。 

・この活動の⽬的について考えた

自分の意⾒などを発表する。 

 

アフガニスタンの子ども達の生活から、貧困問題や宗教、その

国の価値観、児童労働問題、水質環境問題など、さまざま

な課題に触れることができ、子ども達にとって貴重な学びの時

間となった。 

 

インタビューの仕方や、敬語

の使い方など、実践の機会

と考えたが、「自由に率直な

意⾒が欲しい」との理由で 

作者が、敬語を望まれなか

ったため、大変ラフな交流会

となった。 

 

 

教科書に掲載されていな

い 30 枚の写真から、好き

な写真を一枚選び、選ん

だ理由を発表。その写真

を撮影した際の状況や被

写体について作者が説

明。 

現場での体験を交えての



 

 

 

 

 

 

② 写真ディスカッション 

③ 作者への質問コーナー 

・さらに疑問に思ったことやもっと知

りたいことを質問する。 

④ まとめ 

・交流会で新たに知ったことや学ん

だこと、考えたことをスライドに記録

する。 

 

 

 

子ども達は最後まで楽しく

取り組んでいたが、1 時間の

交流活動が、少々予定時

間を延長してしまった。 

貴重な話に子ども達も熱

心に聞いたり質問したり有

意義な時間となった。 

家庭学習 内堀さんとの交流会で学んだこと

考えた事をスライドに記録しよう。 

   

 

 

 

４ 

 

 

 

 

 

スピーチの

⼯夫や構

成を考える 

 

 

《本時のめあて》 

学んだことをわかりやすく伝える説明の仕方や構

成を⼯夫しよう 

作者と交流会を通して学んだことを整理する。 

①  事実をまとめる 

・教材文、写真集、作者との交流会から得た情報か

 

「世界中の補習校の友達に、学んだことや考えたことを知らせ

よう」を⽬標に、対象者が明確であることから、より「わかりや

すく伝える」ことを意識して、どの子も熱心に練習していた。 

 既習単元「新聞を作ろ

う」「要約するとき」「パン

フレットを読もう」で学ん

だことを基に、多くの情報

を要約したり、内容を整

理したり、分かりやすく伝



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ら、伝えたい事実を取り上げて、文章にまとめる。 

② 自分の意⾒や考えなど、そう考えた理由

を添えて文章を構成する。 

・知った事実から、考えたことを整理し、文や写真など

を使って、まとめる。学んだことや考えたことをスラ

イドに記録する。 
 

 

える⼯夫を、再確認でき

た。 

 

家庭学習 発表の練習

 

   

 

 



 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スピーチを

する 

友達のス

ピーチを聞

く 

学習を振

り返る 

《本時のめあて》 

発表の仕方を⼯夫したり、友達の発表を聞

いて良い点を⾒つけよう 

① 学習した事を他学年に向けて発表 

② 友達の発表の良いところを話し合う 

上級生からアドバイスを受ける：ブレイクル

ームで、上級生と交流し意⾒交換をする。 

・発表のしかたについて（話す速さ、声の強

弱、間の取り方や、資料の示し方など） 

・効果的な発表の仕方や発表内容について

⾒直す。・友達の発表のよいところや上級生

のアドバイスを基に、説明のしかたの⼯夫や

分かりやすく伝えるために必要なところを改 

上級生に向けての模擬発表会だったため、本

番同様の緊張感の中での練習。 

中学生に「プレゼンテーションの留意点」や「スラ

イド作りのポイント」など、ブレイクルームを活用

し、アドバイスや励ましの言葉をもらい、縦割り

学習の交流時間が持てた。 

 

 

発表を聞く観点を項⽬ごとにまとめたワークシー

トを用意し、「特に頑張りたい観点」を発表会の

⽬標として、意識して練習に取り組む姿勢が⾒

られた。 

中学生からのアドバイス： 

効果的に伝えるために、要約

⼿法の「話題提示」「話の中

心を捉え内容を短くまとめる」 

上記を押さえてスライド作成で

できるよう徐々にプレゼンスキル

も習得させたい。 

 

スライドノートを元に、ここか

ら、発表用のスライド作りに入

り、デザインや⾊彩、アニメー

ションや図形など、アートセンス

も発揮して、個性的なスライド

を楽しく作っていた。友達同士

で、操作の仕方や作り方の情

報交換で「対話的」活動の場

面も多く⾒られた。 

家庭学習

課題 

今までの学習の復習や発表の練習をする。 スライドにまとめる作業も、シェアスクリーン操作も

回を重ねるごとに、どの子も上達してきた。 

 本番直前で、どの子も発表

練習に時間をかけた様子。 

 

 

 



 

６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分の

意⾒を

効果的

にわかり

やすく 

相⼿に

伝える

⼯夫 

《本時のめあて》アフガニスタンの子供達や世界の

補習校の友達に自分の考えを伝えよう 

✓ 司会者による進⾏ 

✓ 発表 

✓ 「振り返り」 

学んだことを事実と自分の考えに分けてまとめられ

ていたか発表のしかたについて発表の⽬的が達

成されたか確認する。 

 

 

「はっきりと大きな声で、相⼿に伝わるように話

す」「緊張すると早口になるので、ゆっくり話す」な

ど、自分で決めた⽬標を確認してから、発表に

臨んだ為、自分で⽴てた⽬標に対する達成度

を「振り返り」で自己評価できていた。 

 

 

 

機会があれば他州

の補習校とライブオ

ンライン授業で、発

表会や意⾒交換会

を実現してみたい。 

「授業の学習内容を記録したスライドを活

用し、シェアスクリーンで発表」、どの子も最

後まで落ち着いて発表できていて大変良

かった。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆単元を終えて 

 「ランドセルは海をこえて」の作者との交流会を実現できたのも、昨年３月からオンライン授業に移⾏できたためで、まさに「海をこえて」日本や世界と教室が繋がる時代を迎え、新しい

教育の可能性にワクワクします。 

授業の主題となった作者の問いかけ「君はどうですか」に対して、子どもたちの多くは、「命」「家族」「将来」について、今まで深く考えた経験がなかったようです。全く考えたことがなかったと

いう子も数名いました。この教材をきっかけに、家族で話し合ったり、クラスの友達の考えを知ったりして、改めて自分の「命」や「家族」「「将来のこと」について話し合う機会となりました。

アフガニスタンの子ども達の笑顔や輝くひとみから、「幸せってなんだろう」と、自ら深く、自分と「対話」する姿も⾒られました。「たくさんお金があること」「大きな家があること」が「幸せの条

件」ではないことに気づき始めた子もいました。 

オンライン授業では、学習内容や自分の考えをスライドに打ち込んで整理したり、各自のスライドを画面でシェアして発表したりして、「幸せ」に対する自分の意⾒の変化や、友達の気持

ちの変容も共有しながら授業を進めていきました。 

今年度は、限りある授業時数を有効に活用するために、国語の複数単元を重ねた統合カリキュラムを試⾏しました。「ランドセルは海をこえて」には、「ひとつの花」「思いやりのデザイン」

「アップとルーズで伝える」「新聞を作ろう」「パンフレットを読もう」「聞き取りメモの⼯夫」「お礼の気持ちを伝えよう」「要約するとき」「つなぎ言葉の働きを知ろう」と、９単元の⽬標を重ねまし

た。また、道徳科「異文化・国際理解」や社会科の国際問題に関わる SDGs にも発展できる教材です。⼯夫次第で、一つの教材から教科横断型授業や単元統合型カリキュラムな

ど学習を拡げたり、重ねたり、まとめたりできるので、児童の実態に応じて、どの子も意欲を持って楽しく取り組める授業作りを模索していきたいと思います。 

 


